
令和５年度筑波大学研究基盤支援プログラム（Ｓタイプ） 

募 集 要 領 
 
 
１．目的 
筑波大学研究基盤支援プログラム(Sタイプ)は、筑波大学として、若手研究者に対し、一定の

期間、研究費等の重点配分を行い、人文・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎
から応用までの本学の独創的・先駆的な研究の一層の発展を図ることを目的とする。 
 
２．研究基盤支援プログラムの内容等 
本年度の研究基盤支援プログラム(Ｓタイプ)は、次のとおりとします。 
※採択件数(目安)については予算の状況、応募の結果を踏まえ採択時に調整することがあり

ます。 
 
 
種 
目 内容 申請額 

（年額/1件） 研究期間 採択件数 
（目安） 

 
S
タ
イ
プ 

本学に新たに採用された教員が行う研究活動に
必要な環境整備などのスタートアップ経費の支
援を行う。 

100万円まで 

原則として採用 
年度を起点とする 
3年間 
(令和７年度まで) 

毎年7件程度 
 

 
３．申請資格 
令和 4年 10月 1日以降に採用された教員のうち、テニュアトラック制適用の教員（教授を除

く）、または任期の定めのない准教授であり、原則として令和 8年 3月末まで在籍する者。 
ただし、令和 4年 9月 30日以前に本学教員として雇用歴がある者、各種制度（卓越研究員制

度等）により採用される者は対象外とする。 
なお、着任が令和 5年 6月以降となる教員は、翌年度の募集において申請可能。 

 
４．申請額等 
申請額は、研究計画１件当たりの申請額の上限を示したものであり、予算の都合等により減額

する場合があります。 
 
５．経費 
(1) Ｓタイプに申請できる経費は「設備備品費」、「消耗品費」、「旅費」、「謝金等」及び「その

他」の研究計画の遂行に必要な経費とします。 
※「設備備品費」が経費全体の 50％を超える研究計画の場合には、当該経費の研究遂行
上の必要性について、申請書（「研究計画」の欄）に記載してください。単に設備備品等
の購入のみを目的とする研究計画は、公募の対象としません。 

 
(2) 対象とならない経費  

(1)に記載の研究計画の遂行に必要な経費であっても、次の経費は申請することができま
せん。 
①建物等施設に関する経費 
②机、椅子、複写機等各部局で通常備えるべき設備備品を購入するための経費 

 
６．選定方針 
(1)選定は、申請書、申請時の履歴書、研究業績目録の内容等を勘案の上、採択件数を目安に、

予算の範囲内で行います。ただし、本プログラムの目的に合致し、将来性・発展性のある
優れた計画がなかった場合には、採択件数を調整することがあります。 

(2）女性研究者の育成を図るため、女性研究者が研究代表者である課題の採択について配慮し
ます。 

 



７．申請手続 
申請者は、別に定める「令和５年度筑波大学研究基盤支援プログラム（Ｓタイプ）申請書作成・

記入要領」に基づいて、申請書を作成してください。申請書の提出は学内公募支援システム（u-
Rad）を通じて受け付けます。 
 
学内公募支援システム（u-Rad）：https://u-rad.sec.tsukuba.ac.jp/ 

 
(1)必要書類 

①申請者基本情報（u-Rad にて直接入力） 
②申請用ファイル（所定様式は u-Radよりダウンロード） 
③申請時の履歴書、研究業績目録 

 
(2)提出方法 
u-Radにて①申請者基本情報は直接入力し、②申請用ファイル及び③履歴書、研究業績目録

は PDFファイルにしてアップロードの上、提出してください。 
 
(3)申請期限 

令和 5年 5月 31日（水） 17時 ※本部への提出期限 
 各支援室等研究支援担当では、u-Rad上で申請者が確定したものを提出（送信）しま

す。これにより部局から本部への提出が完了します。各支援室等研究支援担当にお
いては申請期限までに提出（送信）処理を完了し、メールで完了報告を行ってくだ
さい。 

 
(4)問合せ先 

研究推進部研究企画課研究推進係 
メールアドレス：kobo@un.tsukuba.ac.jp   （電話：2935） 

 
８．審査方法等 
採択研究課題の選定は、審査委員会の審査の結果に基づき、本プログラムの目的に照らして、

決定します。 
 

《スケジュール（予定）》 
令和 5 年 5 月 31 日（水）  申請書提出締切 
6 月～7 月   審査委員会にて書面審査 
7 月下旬       採択研究課題決定 

 
９．採択研究課題等の公開 
審査の透明性・公正性の確保の観点から、申請数・採択数・採択課題等の情報を公開します。

また、採否の結果は申請者に対し書面にて通知するとともに、不採択の場合は評価順位をフィー
ドバックします。 
 
10．採択された場合の条件等 
研究成果の報告は、「研究成果報告書」を毎年度作成の上、指定する期日までに提出してくだ

さい。なお、期日までに提出がない場合は次年度以降の研究費の配分を停止することがあります。 
 
11．その他 

(1)研究成果の発表にあたっては、「筑波大学研究基盤支援プログラム（S タイプ）」（英文名：
University of Tsukuba Basic Research Support Program Type S）からの助成に基づくも
のであることを明記してください。 

(2)研究基盤支援プログラムにおいて行った研究の成果としての特許等の取扱いについては、
筑波大学知的財産規則によります。 

(3)申請した課題については、審査委員会が関係部局長のコメントを求めることもあります。 


